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防
災
～
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
る
～

能登半島地震に伴い、当町消防本部より、
緊急消防援助隊として救助活動や後方支
援活動を、水道課から能登町に給水活動を
行いました。P2.3 に掲載の写真は消防本
部が活動中に撮影したものです。

令
和
6
年
1
月
1
日
に
石
川
県
能
登

半
島
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
石
川

県
輪
島
市
や
志
賀
町
で
最
大
震
度
７
を

観
測
し
た
他
、
能
登
地
方
の
広
い
範
囲

で
震
度
6
強
や
6
弱
の
揺
れ
を
観
測
し
、

約
3
0
0
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
約

12
万
軒
の
住
家
被
害
が
起
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
震
に
伴
う
津
波
被
害
や
輪
島
市
の

大
規
模
火
災
、
水
道
や
電
気
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
問
題
と
な
っ
た
件
を
中
心
に
取
り

上
げ
ま
す
。
近
い
将
来
、
起
こ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
。
先
月

に
は
令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
運
用
開

始
以
降
初
め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

臨
時
情
報
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。改
め
て
、

自
分
や
家
族
の
た
め
に
日
頃
ど
ん
な
備
え

が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

特
集  

能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ
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住
家
被
害
認
定
調
査
業
務
の
支
援
員

と
し
て
能
登
町
で
5
月
11
日
～
17

日
の
7
日
間
、
被
災
家
屋
の
調
査
業
務
を

担
当
し
ま
し
た
。
外
観
を
一
目
見
て
生
活

す
る
の
は
無
理
だ
と
感
じ
て
も
、
実
際
に

中
を
調
査
す
る
と
、
国
の
判
断
基
準
で
は

「
半
壊
」
に
は
至
ら
ず
、「
準
半
壊
」以
下

で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
な
ど
の
行
政
に
よ
る
被
災
者

支
援
の
各
種
制
度
は
、「
半
壊
」以
上
の
認

定
で
な
い
と
、
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
た
と
え
支
援
を
受

け
ら
れ
た
と
し
て
も
、上
限
が
あ
る
た
め
、

環境衛生課　東 匡宏

罹災証明書とは
住家被害認定調査の結果に基づき発行さ

れる家屋の被害程度の証明書。給付金や融

資、災害義援金の受給、税金、国民健康保

険などの支払い猶予や減免、公的利用サー

ビス料の減免、応急仮設住宅への入居申請

などの他、ご自身で加入されている地震保

険の適用や融資を受ける際などに必要です。

建設課　濵口 希

避
難
所
運
営
業
務
の
支
援
員
と
し
て
、

能
登
町
で
2
月
11
日
～
17
日
ま
で

の
7
日
間
、
避
難
所
内
の
清
掃
、
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
な
ど
の
感
染
対
策
、
物
資
の
管

理
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。
地
震
発
生
後

1
カ
月
が
経
っ
て
い
た
の
で
比
較
的
食
料

な
ど
は
揃
っ
て
き
て
い
た
こ
ろ
で
し
た
。

し
か
し
、
毎
日
物
資
が
届
く
保
障
は
な

か
っ
た
の
で
、
飲
み
物
が
足
り
な
い
、
お

箸
や
紙
コ
ッ
プ
が
足
り
な
い
な
ど
不
足
し

て
る
物
資
は
日
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
し
た
。

運
営
側
と
し
て
は
、
毎
日
配
給
す
る
量
の

采
配
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

避
難
所
運
営
の
経
験
を
通
し
て
、物
資

の
備
蓄
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、家
族
間
で

避
難
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。被
災
直
後
は
連

絡
を
取
る
こ
と
は
難
し
く
、電
話
が
通
じ
な

か
っ
た
り
、能
登
町
で
は
津
波
で
携
帯
電
話

が
流
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。事
前
に
家
族

が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法

や
避
難
場
所
を
共
有
し
て
お
く
こ
と
で
、

慌
て
ず
に
行
動
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

生
活
を
再
建
す
る
に
は
莫
大
な
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

行
政
の
支
援
は
ご
く
一
部
で
あ
る
た
め
、

個
人
で
で
き
る
「
家
を
守
る
備
え
」
が
重

要
で
す
。
例
え
ば
、
地
震
保
険
に
入
っ
て

お
く
こ
と
は
経
済
的
な
備
え
に
な
り
ま
す
。

能
登
町
で
調
査
し
た
家
屋
の
多
く
は

古
い
家
で
、
住
ん
で
い
る
方
も
高
齢
の
た

め
、
ロ
ー
ン
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
現
実

的
に
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
直
す
の
は
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
。
仮
設
住
宅
は

住
め
る
の
は
原
則
2
年
ま
で
と
い
う
制
限

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
地
震
後
も
住
め
る

場
所
の
確
保
が
生
活
再
建
の
中
で
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。
地
震

保
険
な
ど
費
用
は
決
し
て
安
く
は
な
い
で

す
が
、「
家
を
守
る
備
え
」
の
一
つ
と
し
て

知
っ
て
お
い
て
欲
し
い
で
す
。

被
災
地
の

実
際
の
状
況
は
？

2
月
～
5
月
に
当
町
か
ら
能

登
町
に
派
遣
し
た
職
員
の
う

ち
、
3
人
に
被
災
地
で
担
当

し
た
業
務
を
通
し
て
、
ど
ん

な
こ
と
を
思
っ
た
の
か
、
聞

い
て
み
ま
し
た
。

備える

聞く編

罹
災
証
明
書
発
行
支
援
業
務
の
支
援

員
と
し
て
能
登
町
で
2
月
14
日
～

20
日
の
7
日
間
、
罹
災
証
明
書
の
封
入
な

ど
の
発
送
作
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
が
か
な

り
遅
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想

で
し
た
。
申
請
件
数
が
多
く
、
調
査
や
手

続
き
が
間
に
合
っ
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
食
事
は
レ
ト
ル
ト
食
品
が

続
い
た
た
め
、
途
中
で
体
調
を
崩
し
た
日

も
あ
り
ま
し
た
。
持
参
し
て
い
た
栄
養
補

助
ゼ
リ
ー
が
食
欲
の
な
い
日
で
も
飲
み
や

す
く
、
重
宝
し
た
の
で
備
蓄
し
て
お
く
と

よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

生活再建支援金とは
住家被害認定調査で大規

模半壊以上の判定を受けた

場合、最大300万円の支援

金が受給できます。被害の

程度や住宅の再建方法（建

設・購入や補修など）によっ

て支給額は変動します。

税務課　谷野 良太
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年に 1 回は

見直しを！

※ローリングストック法とは？
普段食べ慣れた食品を多めに購入し、
賞味期限の古い順から消費して買い
足していく方法

非
常
用
持
ち
出
し
袋
の

準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

備える

もの編

生活用品

非常食品

避難用具

栄養を補える食品

衛生感染症対策

救急用具

□スリッパ
□筆記用具
□災害用トイレ
□着替え
□寝袋・雨具

□ビニール袋
□ラップ
□新聞紙
□箸・スプーン・
　フォーク

□タオル
□歯ブラシ
□現金
□ティッシュ
□毛布

□飲料水（2ℓ以上）
□非常食（3食分以上）

□モバイルバッテリー
□懐中電灯　　□電池
□携帯ラジオ　□軍手

◦ビタミンやミネラルの多い食品
□野菜ジュース
□野菜スープ（フリーズドライのもの）
□ドライフルーツ　□フルーツの缶詰
□乾燥わかめ　　　□切り干し大根

◦タンパク質の多い食品
□魚や肉の缶詰　　□かつお節

□マスク　　□せっけん
□消毒液　　□除菌シート
□体温計

□救急セット　　□常備薬
□お薬手帳

食
品
は
、
日
頃
か
ら
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
※
を
用
い
て
非
常
用
持
ち

出
し
袋
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
急

な
立
ち
退
き
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
し
で
き
る
よ
う
に
、

玄
関
や
リ
ビ
ン
グ
に
置
い
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

既
に
持
ち
出
し
用
袋
を
用
意
し
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も

年
に
1
回
は
食
料
品
・
飲
料
水
の
賞
味
期

限
、
薬
品
や
電
池
の
使
用
期
限
な
ど
を
確

認
し
、
古
い
も
の
や
期
限
が
切
れ
そ
う
な

も
の
は
新
し
い
も
の
に
交
換
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

避
難
生
活
で
は

栄
養
が
偏
り
が
ち

避
難
所
に
届
く
食
材
は
パ
ン
や
お
に

ぎ
り
、
カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
主
食
が
中

心
で
す
。
能
登
半
島
地
震
の
避
難
所
で
は
、

野
菜
不
足
が
深
刻
で
、
体
調
不
良
に
な
る

方
も
多
く
、
栄
養
の
偏
り
が
問
題
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
を
感
じ

や
す
く
な
る
災
害
時
に
栄
養
が
不
足
す
る

と
、
感
染
症
や
高
血
圧
の
リ
ス
ク
も
高
ま

り
ま
す
。
炭
水
化
物
な
ど
に
プ
ラ
ス
し
て
、

栄
養
を
補
え
る
食
品
を
備
蓄
し
て
お
く
こ

と
が
お
す
す
め
で
す
。
栄
養
素
を
非
常
食

の
み
で
補
う
の
は
難
し
い
部
分
も
あ
る
た

め
、
長
期
保
存
が
可
能
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト

や
栄
養
補
助
ゼ
リ
ー
な
ど
も
有
効
で
す
。
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備える

トイレ編災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、
被
災
地
は

深
刻
な
ト
イ
レ
問
題
に
直
面
し
て

き
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
で
も
陸
路
の

寸
断
や
断
水
・
停
電
の
長
期
化
に
よ
っ
て

ト
イ
レ
が
使
え
な
い
状
況
が
長
引
き
、
避

難
所
な
ど
の
衛
生
面
の
悪
化
が
深
刻
化
し

ま
し
た
。
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
を
減
ら
そ

う
と
水
分
や
食
事
を
控
え
た
り
す
る
と
健

康
被
害
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

あ
る
避
難
所
で
は
、
多
く
の
避
難
者
が

災
害
用
ト
イ
レ
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い

ま
ま
用
を
足
し
、
汚
れ
て
使
え
な
く
な
っ

た
個
室
が
目
立
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
普
段
の
生
活
で
は
被
災
地
の
ト
イ

レ
事
情
を
目
に
す
る
機
会
が
少
な
く
、
災

害
用
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
知
ら
な
い
、
実

際
に
使
っ
た
こ
と
が
な
い
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
使
え

る
よ
う
に
、
災
害
用
ト
イ
レ
の
使
い
方
を

紹
介
し
ま
す
。
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る

た
め
、
自
宅
で
備
蓄
し
て
い
る
も
の
を
一

度
試
し
て
お
く
と
、
心
の
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

災
害
用
ト
イ
レ

使
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

（左から）処理袋、排便袋、凝固剤

災害用トイレの中身
便座を上げて、災害用
トイレとは別に、大き
めのポリ袋をかぶせま
す。便器の底にたまった
水で災害用トイレをぬ
らさないためです。
このポリ袋は 1 回ご
とに取り替える必要は
ありません。

❶

便座を下ろしてその上
から排便袋をかぶせま
す。袋が下に落ちない
ように便座と便器の隙
間に挟みこみます。

❷

排便袋を処理袋に入れ
て二重にし、可燃ごみ
として処理します。

❺

用を足した後、凝固剤
を排便袋の中に振り入
れます。大便のみの場
合は固まりやすいよう
に少量の水も入れてく
ださい。

❸

固まった後に便座に取
り付けていた排便袋を
外して、中の空気を抜
き、口をしっかりと縛
ります。

❹
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ペ
ッ
ト
と

同
行
避
難
が
基
本

□ペットフード・水 □キャリーバッグ・ケージ □リード □袋 □ペットシーツ

●
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
の
避
難
の
心
得

①
避
難
完
了
後
に
引
き
返
さ
な
い

万
が
一
、
避
難
中
に
ペ
ッ
ト
と
は
ぐ
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
家
に
置
い
て
き
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
警
報
な
ど
が
出
て
い

る
最
中
に
引
き
返
す
の
は
危
険
で
す
。

②
同
伴
避
難
で
は
な
い

「
同
行
避
難
」
と
は
、
災
害
発
生
時
に

飼
い
主
が
飼
育
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
を
同
行

し
、
避
難
場
所
ま
で
安
全
に
避
難
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
生
活

を
行
う
「
同
伴
避
難
」
と
は
違
い
ま
す
の

で
、
避
難
場
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主

は
別
の
場
所
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
残
る
の
は
危
険 

危
険
が
迫
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

ペ
ッ
ト
の
避
難
が
難
し
い
か
ら
と
、
自
分

も
避
難
し
な
い
と
い
う
の
は
厳
禁
で
す
。

避
難
を
促
す
周
り
の
人
た
ち
や
、
救
助
活

動
に
あ
た
る
人
た
ち
も
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

④
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
方
法
を
考
え
て
お
く

多
頭
飼
い
の
場
合
、
家
族
の
誰
が
ど
の

子
を
担
当
す
る
の
か
、
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る

の
か
リ
ー
ド
を
使
う
の
か
な
ど
、
慌
て
な

い
た
め
に
避
難
の
流
れ
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

有田川町では
当町の避難所運営マニュ

アルでは、「居住スペースへ

のペットの持ち込みは身体

障害者補助犬を除き原則禁

止」とし、避難所の敷地内

にペット専用のスペースを

設けるようにしています。

備える

ペット編

ペットの防災グッズ

□繁殖制限措置をする
飼い主とはぐれたペットが放浪
し、繁殖して数を増やしてしまうこ
とを防ぎます。不妊・去勢手術をし
ておくと性的ストレスや無駄吠えが
減ったり、感染症を予防したりする
効果もあります。

□迷子対策をしておく
首輪や迷子札、犬の場合は鑑札や
狂犬病予防注射済票を付けてくださ
い。外れてしますうこともあるの
で、マイクロチップの装着は有効で
す。迷子になってしまったときのた
めに、写真も用意しておきましょう。

□ワクチン接種をしておく
避難所ではペットもストレスをた
めたり、免疫が落ちたりします。普
段から感染症予防のワクチン接種
や、寄生虫の予防・駆除などを行い、
ペットの健康管理をしておきましょ
う。

□ハウストレーニングをする
迅速に避難するためには、キャ
リーバックにスムーズに入ってもら
う必要があります。また避難所では
ケージで過ごす時間が長くなり、慣
れていないと激しく吠えたり、体調
を崩すことがあるため、事前に練習
しておきましょう。

□人に慣れさせる
避難所で周囲の人を威嚇し、吠え
たり暴れたりすると、クレームにつ
ながります。普段から人に慣れさせ
ておきましょう。

習慣・しつけが
防災になる

東
日
本
大
震
災
で
は
ペ
ッ
ト
と
暮
ら

す
人
が
車
中
泊
な
ど
を
続
け
、
健

康
を
害
す
る
問
題
が
各
地
で
発
生
し
ま

し
た
。
国
は
平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）

に
人
間
と
一
緒
に
安
全
な
場
所
ま
で
避
難

さ
せ
る
「
同
行
避
難
」
を
原
則
と
す
る
方

針
を
示
し
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
や
能
登

半
島
地
震
で
も
同
様
の
問
題
が
起
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
ペ
ッ
ト
と
安
全
に

避
難
す
る
た
め
、
飼
い
主
は
普
段
か
ら

ペ
ッ
ト
と
と
も
に
備
え
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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緊
急
時
に
は
、
早
く
・
正
確
に
情
報

を
受
け
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ア
プ
リ
や
メ
ー
ル
で
の
配
信
サ
ー
ビ
ス

な
ど
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
今
の
う
ち
に
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。放

送
・
音
声

●
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

●
広
報
車
に
よ
る
巡
回

メ
ー
ル

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
／

有
田
川
町
内
に
在
町
の
皆
さ
ま
の
携
帯

電
話
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
事
前

登
録
は
不
要
で
す
。

※
一
部
端
末
で
は
受
信
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。

●
有
田
川
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。

・
登
録
／
「bousai.aridagaw

a-tow
n@

raiden2.ktaiw
ork.jp

」
に
空
メ
ー
ル

●
和
歌
山
県
防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
。

・
登
録
／
「regist@

bousai.pref.w
aka 

yam
a.lg.jp

」
に
空
メ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
緊
急
情
報
」

●
町
公
式
S
N
S

●
ヤ
フ
ー
（
天
気
・
災
害
）

●
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
キ
キ
ク
ル
」

ア
プ
リ

●
有
田
川
町
防
災
ア
プ
リ

　
「
あ
り
だ
が
わ
防
災
・
行
政
ナ
ビ
」

◦
プ
ッ
シ
ュ
型
（
自
動
通
知
）
で
受
信
可

能
な
情
報

・
防
災
行
政
無
線
放
送

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
（
国
か
ら
の
緊
急
情

報
）

・
避
難
指
示
な
ど
の
避
難
情
報

◦
確
認
で
き
る
情
報

・
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
各
種
防
災
情
報

・
河
川
水
位
監
視
情
報

・
行
政
、
教
育
情
報

・
有
田
川
町
マ
ッ
プ

・
イ
ベ
ン
ト
情
報iPhone

（iOS）

android

電
話

●
防
災
行
政
無
線
自
動
応
答
案
内

・
０
１
２
０
‐
７
６
‐
２
７
０
０

　

直
前
に
放
送
し
た
内
容
を
音
声
で
確
認

で
き
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ご
自
宅

の
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
電
話
す

る
と
放
送
内
容
が
聞
く
こ
と
が
可
能
で

す
。

そ
の
他

●
テ
レ
ビ
わ
か
や
ま
デ
ー
タ
放
送
／
テ
レ

ビ
わ
か
や
ま
放
送
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
か

ら
、
防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
停
電
情
報
／
関
西
電
力

送
配
電
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

関
西
停
電
情
報
ア
プ
リ

で
確
認
で
き
ま
す
。

緊
急
時
に

情
報
を

受
け
取
る

備える

情報編
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JET 絆大使任命

写真（左から）＝坂頭副町長、 中山町長、ピトル・ジェイク
さん、片嶋教育長

中学生海外研修祝 100 歳
おめでとうございます

［　お名前のみのご紹介　］

吉田 冨美枝さん（上中島）

古田 愛子さん（土生）

サーキュラーエコノミーの
実現に関する包括連携協定

写真（左から）＝サントリーホールディングス株式会社
西脇義記さん、中山町長、ENEOS 株式会社 手島政嘉さん

有田川町の外国語指導助手として、令和３年
（2021 年）から英語教育に携わってきたピトル・ジェ
イクさんが、総務大臣より JET 絆大使として任命
されました。JET 絆大使は国際化に尽力した外国
青年に対し、日本と外国との友好関係を強化する
ために総務大臣が任命するものです。カナダ出身
のジェイクさんは、主に吉備中学校での英語教育
にご尽力いただきました。これからも有田川町と
カナダとの友好の架け橋となってくれるでしょう。

中学生海外研修壮行会を 8 月 1 日（木）に行いま
した。当町では、夏休み期間中に町内の中学生を対
象に海外研修を行っています。新型コロナウイルス
感染症の影響で 5 年ぶりの実施となった今回の海外
研修では、8 月 8 日（木）に関西国際空港を出発し、
飛行機を乗り継いで翌 9 日（金）にオーストラリア・
ダーウィンに到着。19 日（月）までの 12 日間、30
人の生徒たちはホームステイをしながらドリップス
トーン校・パーマストン校の 2 校に分かれて交流授
業や活動を行いました。

7 月 19 日（金）に、ENEOS 株式会社およびサ
ントリーホールディングス株式会社と「有田川町
におけるサーキュラーエコノミーの実現に関する
包括連携協定」を締結しました。本協定により、
一般家庭で使用された廃食油から持続可能な航空
燃料（SAF）を製造、SAF 製造の過程で同時に得
られるバイオナフサからバイオペットボトルを製
造する他、使用済みペットボトルの水平リサイク
ルなど、廃棄物を出さずに資源を循環させるサー
キュラーエコノミー（循環型経済）を実現します。
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●
3
歳
～
／
行
動
範
囲
が
よ
り
広
く
な
る

た
め
、
棚
の
上
や
引
き
出
し
な
ど
、
高

い
場
所
に
も
注
意
。【
例
】
棚
の
上
の

芳
香
剤
・
引
き
出
し
の
中
の
薬
・
冷
蔵

庫
の
中
の
シ
ロ
ッ
プ
薬
・
流
し
の
漂
白

中
の
コ
ッ
プ
な
ど
。

●
事
故
例

【
事
例
1
】
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
い
た
薬

を
上
の
子
が
取
り
出
し
て
開
け
、
生
後

6
カ
月
の
下
の
子
に
た
く
さ
ん
食
べ
さ

せ
た
。
発
汗
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

入
院
し
た
。

【
事
例
2
】
生
後
1
歳
3
カ
月
の
子
ど
も

が
灯
油
ポ
ン
プ
の
ホ
ー
ス
を
口
に
く
わ

え
て
い
た
。
吐
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、

む
せ
こ
ん
で
、
苦
し
そ
う
に
な
り
肺
炎

で
入
院
し
た
。

公
益
財
団
法
人
日
本
中
毒
情
報
セ
ン

タ
ー
の
中
毒
1
1
0
番
に
は
年
間
約

3
万
件
も
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
7
割
は
、
5
歳
以
下

の
子
ど
も
の
誤
飲
で
す
。
子
ど
も
の
誤
飲

事
故
は
周
り
の
大
人
が
注
意
す
れ
ば
防
げ

ま
す
。
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
得
る
事
故

か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
予
防
法
と
対

処
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
成
長
に
よ
っ
て
広
が
っ
て
い

く
行
動
範
囲
を
把
握
、
予
測
し
な
が
ら
子

ど
も
に
と
っ
て
危
な
い
も
の
は
、
絶
対
に

手
の
届
か
な
い
場
所
か
、
鍵
の
か
か
る
場

所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
注
意
す
る
も
の

は
年
齢
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

●
0
歳
～
／
床
や
畳
な
ど
低
い
位
置
の
も

の
に
注
意
。【
例
】
た
ば
こ
の
吸
い
殻
・

床
に
置
い
た
ホ
ウ
酸
団
子（
ゴ
キ
ブ
リ
駆

除
用
エ
サ
）・
子
ど
も
の
塗
り
薬
な
ど
。

●
1
歳
～
／
台
に
登
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
テ
ー
ブ
ル
の
高
さ
に
あ
る
も
の
に

注
意
。【
例
】
電
池
・
洗
剤
・
灯
油
ポ

ン
プ
・
防
腐
剤
・
化
粧
品
・
シ
ャ
ボ
ン

玉
液
な
ど
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

誤
飲
事
故
の
対
処
法

誤
飲
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
、
落
ち
着
い

て
次
の
方
法
で
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

●
た
だ
ち
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

・
意
識
が
な
く
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て

い
る
な
ど
の
重
い
症
状
が
す
で
に
あ
る

場
合

・
症
状
が
な
く
て
も
灯
油
・
除
光
液
・
農

薬
・
殺
虫
剤
な
ど
を
飲
ん
だ
場
合

●
誤
飲
し
た
も
の
を
持
っ
て
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

・
意
識
が
あ
り
、
嘔お
う

吐と

、
突
然
の
咳
き
込

み
、
声
の
か
す
れ
な
ど
何
ら
か
の
症
状

が
み
ら
れ
る
場
合

・
症
状
が
な
く
て
も
ボ
タ
ン
電
池
・
磁
石
・

洗
剤
・
た
ば
こ
・
薬
・
コ
イ
ン
な
ど
を

飲
ん
だ
場
合

●
何
を
ど
の
く
ら
い
の
量
を
誤
飲
し
て
ど

の
く
ら
い
の
時
間
が
た
っ
て
い
る
の
か

を
確
認
し
、「
中
毒
1
1
0
番
」
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

・
意
識
が
あ
り
、
症
状
は
な
い
が
、
受
診

の
判
断
に
迷
っ
た
場
合

※
家
庭
で
無
理
に
吐
か
せ
る
と
、
吐
い
た

も
の
が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
、
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
判
断
に
迷
っ
た
ら
大
阪
中
毒
1
1
0
番

（
24
時
間
対
応
）
☎
0
7
2
‐
7
2
7

‐
2
4
9
9
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

気
を
付
け
よ
う
、
子
ど
も
の
誤
飲
事
故

福祉センターへ行こう！
～おじいちゃん・おばあちゃんと

楽しくすごそう！～

●日時／ 9 月 20 日（金）14:00 ～ 15:00
●場所／きび保健福祉センター
●定員／ 5 組程度
●参加費／無料
●申込／ 9 月 5 日（木）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（9月6日・13日・20日・27日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。
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おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 6 年（2024 年）7 月）

加入者数 6,787 人

支払額 3 億 3,135 万円

1 人当たりの医療費
4 万 8,821 円

（前年同月 4 万 2,215 円）

令和 5 年度（2023 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,634 円／月

49 万 9,608 円／年

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

10 月 10 日（木）　申込期限：9 月 10 日（火）
08:00 ～ 9:00　清水保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房
1 月 14 日（火）　申込期限：12 月 13 日（金）
08:00 ～ 9:20　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房
1 月 19 日（日）　申込期限：12 月 19 日（木）
08:00 ～ 9:20　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

9 月 05 日（木）、10 月 3 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）

9 月 04 日（水）　金屋文化保健センター
一般健康相談・こころの健康
運動教室「腰痛改善ヨガ」
栄養講座「やせ」を予防しよう！

09 月 11 日（水）　清水保健センター
一般健康相談・骨密度測定
インボディ測定・エクササイズ

10 月 02 日（水）　金屋文化保健センター
一般健康相談
運動教室「からだにいいことちょこっと始めましょう！」
栄養講座「筋力アップの食事とは？」

集団健診は
事前に申し込みが必要です！
申し込みは健康推進課（金屋庁舎）また
は清水行政局住民福祉室まで。右の二次
元コードからも申し込みが可能です。

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

9 月 5 日（木）金屋文化保健センター
09 月 09 日（月）清水保健センター
09 月 19 日（木）金屋文化保健センター
10 月 03 日（木）金屋文化保健センター
10 月 17 日（木）金屋文化保健センター
※清水保健センターは、9:30 ～ 11:00
　10:30 ごろから保育士による育児サロンも併せて

行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 6 年（2024 年）5 月生まれ］
　9 月 24 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 5 年 (2023 年）10 月生まれ］
　9 月 3 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 5 年（2023 年）1 月生まれ］
　9 月 18 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 4 年（2022 年）6 月生まれ］
　9 月 25 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）2 月生まれ］
　9 月 10 日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
19:30～
20:30
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

山
さんしょう

椒採りを楽しんでいます！
地域の方から「遠井では、日頃から坂道を歩いて

いるから、みんな元気よ。中でも、保田さんはお元
気。」と伺い、保田さん宅を訪ねました。

この日は保田さんと娘さんたちで山椒採りをされ
ていて、忙しいさなかでしたが、お話を聞かせても
らえました。

90 歳までは草刈り機を使っていましたが、今は鎌
で草刈りをしているそうです。急な坂道を登って、
家の裏の山椒畑に着くと、手慣れた手つきで山椒を
収穫されていました。脚立に登って高い枝にも手が
届くそうです。山椒のさわやかな香りが吹き抜ける
中、農業に精を出される保田さんの笑顔が印象的で
した。

※「おたっしゃさ～ん」募集中！自薦他薦は問いません。ご連絡お待ちしています！

保田 陽子さん（92 歳）

9 月は世界アルツハイマー月間

認知症って？
認知症は、脳の病気などさ

まざまな原因により物事を判断
する能力が低下し、日常生活全
般に支障が出る状態のことをい
います。認知症にはいくつかの
種類があり、中でもアルツハイ
マー型認知症が認知症の中で多
く、脳の一部が委縮していくこ
とで起こり、症状は物忘れから
発症することが多く、ゆっくり
と進行します。

早期発見・早期対応
自分や家族が認知症と診断

されることは、珍しいことで
はありません。早期の段階で
治療を開始することで、進行
を遅らせることができ、今後
の生活について事前に考える
時間を持つことが可能です。
地域包括支援センターは、認
知症や介護のことなど高齢者
の相談窓口です。お気軽にご
相談ください。

認知症を理解する
「認知症の本人は自覚がない」

という考えは間違いです。最初
に症状に気付き、誰より不安に
なって苦しむのは本人です。理
解力が落ちているものの、感情
面はとても繊細です。温かく見
守り、適切な援助を受ければ、
自分でできることもたくさんあ
ります。認知症という病気を理
解して、さりげなく自然で優し
いサポートを心掛けましょう。

STEP 1 STEP 2 STEP 3
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「
救
急
の
日
」
は
救
急
業
務
お
よ
び
救

急
医
療
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
、
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

昭
和
57
年（
1
9
8
2
年
）に
定
め
ら
れ
、

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
を
「
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
」
と
い
い
、
救
急
車
が
来
る

ま
で
の
間
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
が
適
切
な

応
急
手
当
て
を
行
う
こ
と
で
、
救
命
や
症

状
の
悪
化
防
止
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
人
を
救
え
る
の

は
、
あ
な
た
で
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
数
分
間
は
、そ
の
人
の
命
を
救
う
、

貴
重
な
時
間
で
す
。
大
切
な
人
を
救
う
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
普
通
救
命
講
習
や
応
急
手

当
て
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
正
し
く
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
寝
室
と
、
寝
室

が
２
階
に
あ
る
場
合
は
階
段
の
上
部
に
も

設
置
が
必
要
で
す
。
就
寝
中
に
火
災
に
気

付
か
ず
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ

た
め
、
正
し
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
当
町
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
大
切
な

命
と
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
奏
功
事

例
が
２
例
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
古
く
な

る
と
、
正
常
に
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
設
置
し
て
か
ら
10
年

を
経
過
し
た
も
の
は
新
し
い
も
の
に
取
り

替
え
ま
し
ょ
う
。
10
年
が
経
過
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、

正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
上
半
期

（
1
月
～
6
月
）
の
救
急
出
動
件
数
は

6
5
8
件
、
搬
送
し
た
人
数
は
6
1
3

人
で
し
た
。
昨
年
の
同
期
間
と
比
較
す
る

と
、
出
動
件
数
は
14
件
、
搬
送
人
数
は
12

人
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

救
急
搬
送
人
数
を
年
齢
別
に
比
較
す
る

と
、
高
齢
者
が
4
0
2
人
と
最
も
多
く
、

全
体
の
66
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
成
人
は

1
5
7
人
、
少
年
は
27
人
、
乳
幼
児
は

27
人
、
新
生
児
は
0
人
で
し
た
。

※
新
生
児
／
生
後
28
日
未
満

乳
幼
児
／
生
後
28
日
以
上
～
満
7
歳
未
満

少
年
／
満
7
歳
以
上
～
満
18
歳
未
満

成
人
／
満
18
歳
以
上
～
満
65
歳
未
満

高
齢
者
／
満
65
歳
以
上

火
災　
…　
3
件

救
急　
…　
8
1
5
件

救
助　
…　
9
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

7
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

救
急
の
日

令
和
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら　
火
の
用
心
」

救
急
出
動
の
状
況

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
1
月
～
6
月

少年
4%

幼児
4%

高齢者
66%

成人
26% 全体

613人

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
維
持
管
理

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）
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問こども教育課（金屋庁舎）
パンポン大会 ・校外学習

八幡小学校　パンポン大会
6 月 14 日（金）に、清水地域パンポン大会を行いました。統合により八幡小学校だけになってしまいま

したが、清水地域の伝統ある大会です。子どもたちは練習の成果を発揮しながら、楽しみつつも真剣に試合
に臨んでいました。暑い中でしたが、力いっぱい頑張りました。

5 月 31 日（金）に、大学・企業と連携した校外学習を行いました。和歌山大学では、大学生に各施設を
案内していただき、キャンパスツアーを体験しました。1 年生は、ゼミ学生と観光のあり方について学びま
した。2 年生は、午後からノーリツプレシジョン株式会社に移動し、仕事のやりがいについて学びました。
3 年生は、和歌山大学在学中の留学生との交流や、地域活性化に取り組むゼミの皆さまと協働学習を行いま
した。今回の校外学習は、地域社会と自己の「今」、そして、「未来」について考えるきっかけとなりました。

八幡中学校　校外学習－大学 ・企業訪問－

①和歌山大学の学生食堂で昼食 ②八幡中学校３年生の協働学習

③八幡中学校全校生徒と和歌山大学の皆さま ④オリエンテーション
14広報ありだがわ　2024.9



図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 9 月 10 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
　日程／ 9 月 1 日（日）・ 8 日（日）
　　　　　　 15 日（日）・16 日（月・祝）
　　　　　　 23 日（月・祝）

場所／ポッポ絵本館
時間／ 14:00 ～ 14:30

②日程／ 9 月 14 日（土）
場所／金屋図書館
時間／ 10:30 ～ 11:00

新着図書案内
■一般書
いなくなくならなくならないで　…… 向坂くじら／著
たったひとつの冴えない復讐　…… 竹吉優輔／著
月ぬ走いや、馬ぬ走い　…………… 豊永浩平／著
今夜、喫茶マチカネで　……………… 増山実／著
サンショウウオの四十九日　……… 朝比奈秋／著
海岸通り　………………………… 坂崎かおる／著

■児童書
森の歌がきこえる　……………… 田島征三／作・絵
ひみつのとっくん　
……………………… 工藤純子／作　田中六大／絵

全館臨時休館日／ 9 月 12 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

9 月の原画展
「真珠まりこ絵本原画展」

期間／ 9 月 27 日（金）まで
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

今月の移動図書館
9 月 5 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
9 月 11 日（水）　しみず園　　15:30 ～ 16:00
9 月 18 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13.15
9 月 20 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止また
は実施内容が変更される場合があります。最新の情報は、町
ホームページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わ
せください。

ブックラザ
　「たぬきのでんでん太鼓を作ろう」※申し込み不要
　日時／ 9 月 26 日（木）10:30 ～約 60 分

場所／金屋図書館 
対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組

図書カード更新手続きのお知らせ
利用者さまの図書カードの有効期限は登録より
5 年間となっております。引き続き当館のサー
ビスをご利用いただくためには、更新手続きが
必要です。
■更新方法
直接図書館のカウンターにお越しいただき、図
書館カードをご提示の上、更新手続きを行って
ください。更新には住所が印字されている本人
確認書類が必要です。（町内の小中学生は除く）
ご不明点は地域交流センター（ALEC）までお問
い合わせください。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

ご
み
分
別
の
基
本

有
田
川
町
で
は
、
家
庭
ご
み
の
分
別
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

家
庭
ご
み
は
大
き
く
「
燃
え
る
ご
み
」

「
燃
え
な
い
ご
み
」「
資
源
ご
み
」
に
分
類

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
法
で
処
理
さ

れ
ま
す
。

「
資
源
ご
み
」
と
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

空
き
瓶
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古

紙（
新
聞
・
雑
誌
・
飲
料
用
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー

ル
・
雑
が
み
）、
古
着
、
乾
電
池
の
こ
と

で
す
。
出
す
場
所
と
日
は
区
に
よ
っ
て
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
分
別
の
詳
細
は
各
家
庭

に
お
配
り
し
て
い
る
「
家
庭
ご
み
総
合
案

内
（
2
0
1
9
年
改
訂
）」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
こ
ち
ら
の
冊
子
で
は
ご
み
が
回
収

さ
れ
た
後
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
処
理
や

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
か
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
処
理
の
方
法
が
分
か
れ
ば
、
分
別
の

仕
方
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
冊
子
が
必
要
な
方
は

役
場
各
庁
舎
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

古
紙
、
古
着
、
乾
電
池
以
外
は
専
用
袋

が
あ
り
、
例
え
ば
、
燃
え
る
ご
み
は
燃
え

る
ご
み
専
用
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
す
。
そ

の
際
、
燃
え
る
ご
み
専
用
袋
に
空
き
缶
な

ど
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
回
収
で
き
ま
せ
ん

の
で
、き
ち
ん
と
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
各
区
内
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
廃

乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

乾
電
池
は
袋
に
入
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
乾
電
池
以
外

の
電
池
（
ボ
タ
ン
電
池
・
コ
イ
ン
電
池
・

小
型
充
電
式
電
池
な
ど
）
が
混
入
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
・
園
芸
用
電
動
粉
砕
機

購
入
補
助
金
は
予
算
の
上
限
に
達
し
た
た

め
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
し
た
。

犬
猫
去
勢
等
補
助
制
度
と
住
宅
用
太
陽

光
発
電
設
備
補
助
制
度
・
太
陽
熱
温
水
器

等
導
入
補
助
制
度
は
、
引
き
続
き
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
各
種
補
助
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
金
交
付
申
請
書
を
環
境
衛
生
課
（
吉

備
庁
舎
）
ま
た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
受
け

付
け
は
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
・
園
芸
用
電
動

粉
砕
機
購
入
補
助
金
終
了

和
歌
山
県
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
促
進

に
よ
り
、
県
に
お
け
る
脱
炭
素
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄

電
池
等
を
導
入
す
る
個
人
や
事
業
者
に
対

し
、必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
設
備
の
要
件
や
申
請
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
和
歌
山
県 

環
境
生
活
部 

環
境
政
策
局 

脱
炭
素
政
策
課 

　
☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
6
7
4

廃
乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス

和
歌
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
太
陽
光
発
電
設
備
・

蓄
電
池
等
導
入
支
援
事
業
補
助
金

ペ ー ル 缶 タ
イ プ の ボ ッ
ク ス も 登 場
しました！

家庭から出る燃えるごみの収集量
令和 6 年（2024 年）6 月／約 272 トン

前月から約 41 トンの減少

有田川町の家庭から出る「燃えるごみ」
や「燃えないごみ」は環境センターで処理
されており、燃やしたり細かく砕いて埋め
立てたりしています。一方「資源」として
集めたものは、燃やしたり埋め立てたりす
るのではなく、燃料や新たな製品の原料と
して再利用されます
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人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 9 月 19 日（木）13:00~16:00
●場所／城山出張所　出張所横会議室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

近
年
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
虐
待
の

ニ
ュ
ー
ス
が
絶
え
ま
せ
ん
。
母
親
が
十
月

十
日
も
の
間
、
お
腹
に
抱
え
て
育
み
、
辛

い
痛
み
を
乗
り
越
え
て
や
っ
と
生
ま
れ
て

き
た
子
ど
も
を
、
自
分
の
感
情
で
叩
い
た

り
殴
っ
た
り
、
挙
句
の
果
て
に
は
、
死
な

せ
て
し
ま
っ
た
り
…
。
虐
待
と
い
う
言
葉

を
見
聞
き
す
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。

待
ち
に
待
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
対
面
し
た

と
き
、「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
言
葉
で
、
大
き
な
喜
び
を

表
す
で
し
ょ
う
。
我
が
子
の
誕
生
と
い
う

の
は
誰
に
と
っ
て
も
大
き
な
感
動
と
感
激

で
あ
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
瞬
間
な
の
で

す
。
で
も
悲
し
い
こ
と
に
、
近
年
虐
待
の

ニ
ュ
ー
ス
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。
児
童

虐
待
の
主
な
原
因
は
、
家
族
間
の
ス
ト
レ

ス
、
住
居
や
経
済
的
な
問
題
、
親
子
の
孤

独
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
虐
待
の
引

き
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
す
る
中
で
生
じ
る
不
安
や
寂

し
さ
と
い
っ
た
感
情
は
、
決
し
て
特
別
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待
を
し
て
い

る
親
自
身
が
悩
み
、
や
め
た
い
と
望
ん
で

い
る
場
合
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

虐
待
を
す
る
親
と
子
ど
も
に
は
、
周
囲

の
温
か
い
支
え
と
適
切
な
支
援
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
や
保
護
者
の
様
子

に
「
何
か
変
だ
」
と
思
っ
た
ら
、
児
童
相

談
所
に
電
話
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子

ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、
周
囲
の
人
た
ち

が
い
ち
早
く
気
付
き
、
救
い
の
手
を
差
し

延
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
全
体
で
見
守

り
続
け
る
こ
と
、
孤
独
な
育
児
に
な
ら
な

い
よ
う
に
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
で
す
。

一
人
一
人
の
大
切
な
命
が
、
明
る
く
楽
し

い
未
来
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

中
林 

良
子

９
月
21
日
は
国
連
が
定
め
た
平
和
の
記

念
日
で
す
。
全
て
の
国
、
全
て
の
人
々
に

と
っ
て
共
通
の
理
想
で
あ
る
国
際
平
和
を

記
念
、
推
進
し
て
い
く
日
と
し
て
、
全

て
の
国
連
加
盟
国
、
国
連
機
関
、
地
域

組
織
や
N
G
O
、
そ
し
て
個
人
に
対
し

て
、
こ
の
日
を
適
切
な
方
法
で
祝
う
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
国
連
が「
国
際

平
和
デ
ー
」を
最
初
に
宣
言
し
た
の
は

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
の
た
め

国
際
平
和
デ
ー

1
9
8
1
年
で
す
。
従
来
、「
国
際
平
和

デ
ー
」は
毎
年
９
月
の
国
連
総
会
開
会
日

に
制
定
さ
れ
、
開
会
式
で
は
各
国
代
表
が

こ
の
日
を
記
念
し
て
１
分
間
の
黙
祷
を

行
う
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
か
ら
は
、
毎
年
９
月
21
日

を「
国
際
平
和
デ
ー
」に
定
め
、
以
後
、
世

界
の
停
戦
と
非
暴
力
の
日
と
し
て
、
全
て

の
国
と
人
々
に
、
こ
の
日
一
日
は
敵
対
行

為
を
停
止
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

 

人
権
映
画
会
で
「
破
戒
」
を
上
映

６
月
30
日
（
日
）、清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

で
人
権
映
画
会
を
開
催
し
、「
破
戒
」
を

上
映
し
ま
し
た
。
今
後
も
映
画
会
や
講
演

会
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

＜人権映画会の様子＞
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お知らせお知らせ

今
年
は
、
町
内
４
校
か
ら
総
数
６
２
２

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
選
出
さ

れ
た
23
作
品
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
力
作
を
寄
せ
て
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
次
の
世
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ

ま
が
、
日
常
の
生
活
の
中
で
何
を
感
じ
、

考
え
、
未
来
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
希

望
を
抱
い
て
い
る
の
か
を
、
自
分
の
言
葉

で
広
く
社
会
に
向
け
て
語
る
こ
と
に
よ

り
、
大
人
た
ち
が
中
学
生
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
、
若
い
世
代
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
、「
言
葉
」
に
関
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。
厳
選
な
審
査
を
経
て
、
優
秀
作
品

を
選
出
し
、
８
月
25
日
（
日
）
に
有
田
川

町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
発
表
さ
れ
た
作
品
は
、
ど

れ
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
高
く
素
晴
ら
し
い

も
の
ば
か
り
で
、
中
学
生
ら
し
い
素
直
で

純
粋
な
文
章
で
あ
り
な
が
ら
も
、
熱
く
強

い
思
い
や
、
優
し
く
温
か
い
「
言
葉
」
を

使
っ
て
、
多
く
の
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
大
変
感
動
い

た
し
ま
し
た
。
将
来
の
夢
や
、
挑
戦
す
る

心
、
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
・
考
え
た
こ

と
、
家
族
の
こ
と
な
ど
、
対
象
と
な
っ
た

光
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
人
と
人
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
主
流

と
な
っ
て
き
た
現
在
、
大
人
が
は
っ
と
気

付
か
せ
ら
れ
る
よ
う
な
中
学
生
な
ら
で
は

の
着
眼
点
や
、
鋭
い
切
り
口
で
表
現
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
非
常
に
嬉
し
く
思
う
と

と
も
に
、「
言
葉
」
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
、
ど
の
よ
う
な
未
来
が
待
っ
て
い

る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
中
学
生
の
皆

さ
ま
の
作
品
を
通
し
て
、
次
世
代
へ
の
期

待
を
さ
ら
に
大
き
く
、
頼
も
し
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
応
募
し
て
く
れ
た
中
学
生
の

皆
さ
ま
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度

も
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

優
秀
作
品
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
6
年
度 

有
田
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
気
持
ち
を
言
葉
に
の
せ
て
」

石
垣
中
学
校
２
年

上
西 

彩
友

「「
気
づ
き
」
を
「
動
き
」
へ
」

吉
備
中
学
校
１
年

嘉
成 

潤
羽

「
止
ま
っ
た
時
と
空
」

八
幡
中
学
校
２
年

福
島 

楓

「
迸

ほ
と
ば
しれ

、
未
来
の
夢
へ
向
か
っ
て
」

吉
備
中
学
校
３
年

都
築 

健

「
も
っ
と
も
っ
と
心
を
み
が
い
て
」

石
垣
中
学
校
１
年

畑 

乃
暢

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
」

金
屋
中
学
校
１
年

張
道 

い
お
り

「
私
に
足
り
な
か
っ
た
も
の
」

吉
備
中
学
校
２
年

江
川 

結
月

「
言
葉
の
貯
金
箱
」

八
幡
中
学
校
３
年

北
垣
内 

暖

「
笑
顔
の
輪
」

吉
備
中
学
校
３
年

鳥
淵 

優

「
す
ぐ
泣
く
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

吉
備
中
学
校
３
年

中
松 

悠
華

最
優
秀
賞

優
秀
賞

入
賞

講 

評
有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
審
査
委
員
長

田
殿
小
学
校
校
長
　 

森
　
早
百
合
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（令和 6年（2024 年）7月末日現在）

人口 2万 5,127 人
男 1万 1,918 人
女 1万 3,209 人

1 万 717 世帯

交通事故発生件数
（7月中、物損含む）

有田川町 59 件
死者 0人　負傷 1人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 － 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

行
政
相
談
の
開
設

総
務
省
の
行
政
相
談
と
は
、
行
政
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付

け
、
担
当
行
政
機
関
と
は
異
な
る
立
場
か

ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生

か
す
仕
組
み
で
す
。

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ
い

て
、
広
く
国
民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
9
月
・
10

月
の
2
カ
月
間
を
「
行
政
相
談
月
間
」
と

し
、
全
国
一
斉
に
各
種
相
談
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、
行
政

相
談
委
員
が
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
9
月
19
日
（
木
）
／
き
び
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

13
時
30
分
～
16
時

●
10
月
23
日
（
水
）
／
安
諦
地
区
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー　

9
時
～
11
時
30
分

●
10
月
24
日
（
木
）
／
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー　

13
時
30
分
～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）・
総
務
政
策
室

（
清
水
行
政
局
）

｝

年 

金

◆
◆
◆

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。事
務
手
続
き
は
日
本
年
金
機
構（
年

金
事
務
所
）
が
行
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

◦
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
／

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
。

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
額
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る
。

◦
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
／
次
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
7
２
万
円
以
下

で
あ
る
。

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
お

受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
が
9
月
か
ら
順
次
、
請
求

可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

同
封
の
は
が
き
型
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
基
本
的
に
は
更

新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
お
客
さ
ま
の
家
族
構
成
や
金
融

機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞

き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
給
付
金
専

用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

4
0
9
2
・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所 

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

ありだがわ防災・
行政ナビの登録を

防災無線の放送内容やハ
ザードマップ、緊急情報を
確認できます。「ライフビ
ジョンアプリ」をインス
トールしてください。無料
で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
（スマートフォン）
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子
育
て

◆
◆
◆

令
和
7
年
度
（
２
０
２
5
年
）

保
育
施
設
入
園

●
令
和
7
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
保

育
施
設
入
園
申
込
書
の
配
布
・
受
け
付

け
／
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）

4
月
か
ら
町
内
保
育
施
設
と
有
田
川
町

内
以
外
の
認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入
園

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童
／
令
和
7
年
（
2
0
2
5

年
）
4
月
1
日
時
点
で
有
田
川
町
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
、
平
成
31
年

（
2
0
1
9
年
）
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ま

※
有
田
川
町
内
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
9
月
2
日
（
月
）
～

※
土
日
祝
を
除
く

・
場
所
／
一
覧
表
記
載
の
各
公
立
保
育
施

設
・
吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行

政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
11
日
（
金
）
～
18
日
（
金
）

※
土
日
祝
を
除
く

・
場
所
（
時
間
）
／
一
覧
表
記
載
の
各
公

立
保
育
施
設
（
開
園
時
間
内
）・
こ
ど

も
教
育
課
（
8
時
30
分
～
18
時
30
分
）

※
各
保
育
施
設
は
在
園
児
の
み
の
受
け
付

け
で
す
。

●
注
意

・
入
園
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
園
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
様
式
は
有
田
川
町
指
定
の
も
の
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
予
定
の
方

で
、
令
和
7
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）

の
途
中
で
仕
事
に
復
帰
す
る
な
ど
、
年

度
途
中
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
方
も
上

記
の
期
間
内
に
入
園
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
、
入
園
判
定
を
行
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み（
配
布
・
受
け
付
け
）日
程
で
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は

こ
ど
も
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

町内保育施設一覧表
保育所名 運営 対象年齢 開所時間 所在地 電話番号

藤並こども園 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 土生 42-1 52-5369
きび森のこども園 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 庄 814-1 22-3580
コスモス保育園 私立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 徳田 1080-3 52-3011

金屋第一こども園 公立 １歳児～５歳児 7:30 ～ 19:00 中井原 171 32-3784
金屋第二こども園 公立 ６カ月児～５歳児 8:00 ～ 18:00 小川 811-1 32-5055
金屋第三こども園 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 吉原 805-1 32-2682

清水こども園 公立 １歳児～５歳児 8:00 ～ 17:30 清水 1675 25-0074

※金屋第一こども園・清水こども園については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 平成 31 年４月２日～ 
　　令和 2 年４月１日

４歳児 令和 2 年４月２日～ 
　　令和 3 年４月１日

３歳児 令和 3 年４月２日～ 
　　令和 4 年４月１日

２歳児 令和 4 年４月２日～ 
　　令和 5 年４月１日

１歳児 令和 5 年４月２日～ 
　　令和 6 年４月１日

０歳児 令和 6 年４月２日～

お知らせお知らせ
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健 

康

◆
◆
◆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
接
種

令
和
6
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接

種
は
定
期
接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
な
ど
の
方
が
接
種
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者
な
ど

①
予
防
接
種
日
時
点
で
有
田
川
町
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

②
予
防
接
種
日
時
点
で
有
田
川
町
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
に
障
害
が
あ
り
身
の
回
り
の
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
、
お
よ
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
方
（
お
お
む
ね
、
身
体
障

害
者
障
害
程
度
等
級
１
級
に
相
当
）

●
接
種
期
間
／
10
月
1
日
（
火
）
～
令
和

7
年
（
2
0
2
5
年
）
1
月
31
日
（
金
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接

種
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
10
月
の
各
戸

配
布
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
31
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
11
月
3

日
（
日
）
～
6
日
（
水
）【
身
体
検
査
・

口
述
】
11
月
9
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
17
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
11
月
2
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
大
学
附
属
中
学
校

（
和
歌
山
市
）・
新
宮
高
校
（
新
宮
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 
医
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
9
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
19
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル（
和

歌
山
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 

看
護
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
2
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
12
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
19
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
9
月
29

日
（
日
）
～
10
月
2
日
（
水
）【
口
述
】

10
月
6
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市

宮
崎
町
1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐

６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.

pco-arita@
rct.gsdf.m

od.go.jp

お知らせお知らせ
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養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

職
員
募
集

令
和
６
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
有

田
郡
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ぎ
園
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ぎ
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
採
用
予
定
人
数
／
介
護
職
員
1
人

●
採
用
予
定
時
期
／
12
月
１
日
（
日
）

●
試
験
日
時
／
10
月
20
日
（
日
）

●
受
験
資
格

①
昭
和
59
年
（
1
9
8
4
年
）
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方

③
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

④
12
月
１
日
（
日
）
か
ら
勤
務
可
能
な
方

⑤
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
方

●
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所
／
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ぎ
園
（
有
田
郡
湯
浅
町
吉
川

1
6
0
番
地
）

●
受
付
期
間
／
9
月
3
日
（
火
）
～
30
日

（
月
）
9
時
～
17
時

※
土
日
祝
は
除
く

問

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

　

☎
６
３
‐
６
８
８
６

案 

内

◆
◆
◆

第
14
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

（
就
職
合
同
面
談
会
）
開
催

有
田
郡
市
内
の
企
業
約
30
社
が
参
加
予

定
の
「
有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま

す
。求
職
者
お
よ
び
令
和
7
年（
2
0
2
5

年
）
3
月
卒
業
予
定
の
学
生
で
有
田
地
方

で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
面
談
を
ご

希
望
の
方
は
、
当
日
履
歴
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
5
日
（
土
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所
／
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
（
有
田
市
箕
島
27
）

問

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

☎
８
３
‐
4
7
7
7

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
水
を
処
理
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

下
水
道
課

お知らせお知らせ

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

左手でカップをつ
かむように構え、
右手をつまんでス
プーンを混ぜるし
ぐさをする。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「コ〇〇〇」
手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

先月号の答えは
「ねこ」でした！
今月の答えは
次号で発表！
ヒント　ミルクコ〇〇〇
　　　　コ〇〇〇ルンバ

|| 広報ありだがわがアプリで読める！

広報ありだがわと町議会広報かわら版
をアプリ「マチイロ」でご覧いただけます。

App Store または Google Play からイン
ストールしてご利用ください。利用料は無料。
発行日にはプッシュ通知でお知らせします。
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月 火 水 木 金 土 日
1
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

2 3
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
　【議会事務局】

4
□健康フェア
　  （金屋文化保健センター）

【健康推進課】
□手話講習会初心者クラス

（金屋文化保健センター）
【やすらぎ福祉課】

5
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

6
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7 8
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

9 10
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

11
□健康フェア
　  （清水保健センター）

【住民福祉室】

12
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

13
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

14
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

15
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

16 敬老の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

17 18
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋文化保健センター）

　【やすらぎ福祉課】
□議会本会議
　【議会事務局】

19
□行政相談所

（城山出張所）
【総務政策室】

20
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

21
□歴史講演会

（金屋文化保健センター）
【社会教育課】】

22 秋分の日

23 振替休日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

24 25
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

26 27 28
□歴史講演会

（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

29

30 10/1 2 3
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

4
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5 6
□第 2 期固定資産税納期限【税務課】
□第 2 期町県民税納期限【税務課】
□第 3 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 3 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 3 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

9月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□ 4 カ月児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□集団健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□水道・下水道料金口座振替日【水道課・下水道】

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

お知らせお知らせ

23 広報ありだがわ　2024.9



そ
の

142

現
在
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）
に
お
い
て
、
企
画

展
「
北
山
谿
太　

源
氏
物
語
に
魅
せ
ら
れ
て
」
を
9
月
25
日
（
水
）

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

北
山
谿
太
（
１
８
８
６
～
１
９
６
６
年
）
は
、
有
田
川
町
市
場

に
生
ま
れ
、
そ
の
生
涯
を
源
氏
物
語
の
研
究
に
さ
さ
げ
た
人
物
で

す
。
難
解
な
源
氏
物
語
の
辞
典
作
り
を
一
人
で
成
し
遂
げ
る
こ
と

な
ど
到
底
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
源
氏
物

語
を
独
学
で
研
究
し
、
日
本
で
初
め
て
「
源
氏
物
語
辞
典
」
を
完

成
さ
せ
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
有
田
川
町
が
誇
る
郷
土
の

偉
人
で
す
。
以
降
で
は
、
そ
の
生
涯
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

北
山
谿
太
は
、
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
教
師
の
道
に
進
み
ま
す
。

35
歳
の
こ
ろ
か
ら
源
氏
物
語
を
読
み
始
め
て
い
ま
す
が
、
読
み
進

む
に
つ
れ
て
、
い
ま
だ
誰
も
な
し
得
な
か
っ
た
源
氏
物
語
の
辞
典

を
作
る
こ
と
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
源

氏
物
語
辞
典
編へ

ん
さ
ん纂

の
決
意
を
固
め
た
谿
太
は
、
47
歳
で
教
師
を
辞

め
、
本
格
的
に
辞
典
の
編
纂
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
の
作
業
は
、

１
ペ
ー
ジ
を
読
む
ご
と
に
、
一
語
一
句
、
単
語
カ
ー
ド
を
作
成
し

て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
作
成
さ
れ
た
単
語
カ
ー
ド
の
総
数
は
、
お

よ
そ
１
万
４
千
枚
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

北
山
谿け

い
た太

の
企
画
展
を
開
催

独
学
で
研
究
に
没
頭
し
、
作
業
を
進
め
る
こ
と
11
年
、
つ
い

に
源
氏
物
語
辞
典
の
原
稿
が
完
成
し
、
昭
和
17
年
（
１
９
４
２

年
）
冨ふ
ざ
ん
ぼ
う

山
房
が
出
版
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
戦
時
中
の
極
度
の
物
資
不
足
に
よ
っ
て
出
版
は
無
期
延

期
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
出
版
の
め
ど
を
断
た
れ
、
焦
心
し

た
谿
太
で
す
が
、
新
し
ん
む
ら
い
ず
る

村
出
博
士
（「
広
辞
苑
」
の
編
者
）
宅
の

客
間
に
掛
け
ら
れ
た
「
桃
栗
三
年
柿
八
年
」
の
書
に
感
銘
を
受

け
、
時
が
至
る
の
を
待
つ
他
は
な
い
と
の
思
い
で
、
出
版
に
向

け
、
辞
典
の
編
纂
を
続
け
ま
し
た
。

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）、
つ
い
に
平
凡
社
が
源
氏
物
語

辞
典
の
出
版
を
引
き
受
け
、
２
年
後
の
昭
和
32
年
（
１
９
５
７

年
）、
谿
太
72
歳
の
時
に
日
本
で
最
初
の
源
氏
物
語
辞
典
が
出

版
さ
れ
る
と
い
う
偉
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

企
画
展
で
は
、
北
山
谿
太
直
筆
の
原
稿
や
単
語
カ
ー
ド
な
ど

関
連
資
料
の
展
示
を
通
し
て
、
そ
の
生
涯
や
業
績
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ご
来
館
の
際
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北山谿太（昭和 17 年（1942 年）撮影）

広
報
あ
り
だ
が
わ
に
関
す
る
お
わ
び
と
訂
正

8
月
号
の
当
コ
ー
ナ
ー
で
、「
興
禅
寺
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
興
善
寺
」
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
E-m

ail　
b.kikakuzaisei@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp
●

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

URL　
https://w

w
w.tow

n.aridagaw
a.lg.jp

●
〒６４３‐００２１ 和

歌
山

県
有

田
郡

有
田

川
町

下
津

野
2018 -4

●
有

田
川

町
役

場
企

画
調

整
課

　
TEL 0737‐

22-3293
広

報
あ

り
だ

が
わ
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